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細分化した調整力の必要量
算出方法について

２０１８年５月１４日

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局

第１４回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料３



2調整力の商品設計イメージ (現状案）

 第3回 需給調整市場検討小委員会(2018/4/27)にて提示した商品区分及び要件は以下の通り。
 意見募集を実施し、寄せられた意見を参考に引き続き検討。

出所）

第３回需給調整市場検討小委員会

資料５－２－１
http://www.occto.or.jp/iinkai/chousei
ryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyu
chousei_03_haifu.html



3今後の進め方

 細分化した調整力の必要量の算出方法は、2020+X年以降に係る内容であり今回以降も引き続き検討してい
くものである。

 本作業会で複数回にわたって十分に議論を行ってから、需給調整市場検討小委員会にて審議していただくこ
ととする。
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三次調整力②



5

（余白）



6三次調整力②ついて

 三次調整力②は、主に再エネ予測誤差に対応するものとされている。
 FIT設備量の大宗を占めるFIT特例制度①(太陽光・風力)の発電計画は、前々日16時に一般送配電事業者

が通知した計画値を用いて作成し、その後は、気象予報が変わっても変更しないこととされている。
 このため、前々日想定値と当日実績の差分が再エネ予測誤差となり、これに相当する量が必要量となるので

はないか。

下振れ
再エネ下振れ分の
上げ調整⼒が必要※

※ 実際には需要予測誤差も考慮する必要あり

気象予測はずれによる、再エネ予測誤差 再エネ出⼒下振れによる残余需要の増加【万kW】 【万kW】



7三次調整力②の算出方法

 三次調整力②の必要量は各30分コマ毎に太陽光・風力想定誤差を足し合わせて算出する。ブロック時間毎(下の例は4時
間)に3σ値※1を取り必要量テーブルを作成する。

 想定出力帯については、現状太陽光の設備量の方が多く支配的であることから、太陽光出力想定の出力帯により区分け
する。

 太陽光出力の無い夜間※3は、調達量過多を回避するために、風力の想定出力帯に応じて必要量テーブルを用意する。

再エネ誤差

20
5

18

再エネ誤差

20
5

18

ブロック3 (6時〜9時) PV予測誤差 ⾵⼒予測誤差
6:00〜6:30 -3 23
6:30〜7:00 -17 22

8:30〜9:00 10 40

ブロック3 (6時〜9時) PV予測誤差 ⾵⼒予測誤差
6:00〜6:30 -3 23
6:30〜7:00 -17 22

8:30〜9:00 -39 33

・
・

ブロック3 (8時〜12時) 太陽光予測誤差 ⾵⼒予測誤差
8:00〜8:30 -3 23
8:30〜9:00 -17 22

11:30〜12:00 -39 333/1

5/31

再エネ予測誤差

20
5

-63/1

5/31

・
・
・

4⽉ (ブロック3)
再エネ予測誤差3σ値

20 MW

【MW】 【MW】

・
・
・

・
・
・

・
・
・

※ 数値は全てイメージ
誤差＝予測－実績

三次調整⼒② 必要量テーブル(イメージ)※2

各⽉、ブロック時間毎に作成

※1 パーセンタイル値とする。他の調
整⼒における3σ値もパーセンタ
イル値とする。

※2 数値、区分の分解能は全て
イメージ

※3 ブロック時間を4時間とすれば、
0〜4,20〜24時

太陽光想定出⼒帯
[MW]

前々⽇再エネ
予測誤差3σ値[MW]

800〜1000 500
600〜800 300
400〜600 150
200〜400 100
0〜200 20

4⽉ ブロック3 (8時〜12時)

 三次調整力②の算出方法は以下のとおりでどうか。



8三次調整力②の算出方法

 必要量の算出で使用している出力帯区分は、月間の各コマ毎の実績最大値を理想カーブと考え、このカーブ
の時間帯別の出力を100%とした場合の割合に応じた区分としてはどうか。

 データ数の確保や月替わりにおける調整力不足回避のため、当該月と前後月の3ヶ月期間のデータから算
出してはどうか。
（例）4月必要量は、3～5月のデータを用いて算出する。

太陽光出⼒帯区分について

⽉間の各コマ毎の最⼤値を100%とした場合、
低出⼒帯の時間も天候による区分が可能。
時間帯を区切らずに出⼒区分をすると、緑丸部
分のような恒常的に出⼒の低い時間帯について
は、天候によらず低出⼒区分での誤差に分類さ
れてしまう。

想定出⼒帯が⾼区分の下振れ予測誤差
(12時〜16時ブロック)

仮に実績が1⽇を通して⽉間最⼤出⼒カーブの
50%出⼒だった場合、この下振れ予測誤差に
相当する量が当該⽇・当該コマの必要量となる

⽉間理想カーブ(各⽉最⼤実績)

想定出⼒（⾼出⼒）

実績出⼒ (50%)

【万kW】



9想定出力帯の違いによる予測誤差のイメージ

 想定出力帯による予測誤差の違いのイメージは以下の通り。
 想定出力が高出力帯であるか低出力帯であるかによって、実績が上振れするか下振れするかの再エネ予測

誤差の傾向は異なる。
 天候を考慮して必要量を算出する必要があり、想定出力値を用いて天候区分を模擬する。

想定値
誤差 誤差

想定値

想定値が⾼出⼒の場合
（晴れなど）

想定値が低出⼒の場合
（⾬など）

誤差

想定値

想定値が中出⼒の場合
（曇など）

下振れする可能性の
ある幅が⼤きい

上振れする可能性の
ある幅が⼤きい

上振れ・下振れする可
能性のある幅が同程度

【再エネ出⼒予測誤差のイメージ】



10（参考）三次調整力②必要量調達のイメージ

 想定出力が大きい場合(晴予報)と想定出力が小さい場合(雨予報)について例示する。
(簡単のため、想定出力帯は高・低の2区分、1日を通じて想定出力帯が同じ場合を例示)

 各ブロック時間毎に用意された想定出力帯別の必要量テーブルに基づき必要量を調達する。

【万kW】【万kW】

想定出⼒帯︓⾼

⾵⼒想定
により区分

⾵⼒想定
により区分

太陽光想定
により区分

実績出⼒
想定出⼒帯︓低 実績出⼒

⾵⼒想定
により区分

⾵⼒想定
により区分

太陽光想定
により区分

想定出⼒が⼤きい場合 想定出⼒が⼩さい場合
ブロック1 ブロック1

ブロック4

ブロック4

必要量テーブルイメージ︓過去実績より出⼒帯別の必要量を算出

想定出⼒帯 必要量

⾼ 30
低 3

ブロック1
想定出⼒帯 必要量

⾼ 200
低 30

ブロック4 【万kW】【万kW】

・・・・・・

必要量テーブルと
前々⽇想定値を
元に必要量を決定



11

三次調整力②以外



12三次調整力②以外の算出方法

 一次・二次調整力、一次調整力、二次調整力②、三次調整力①については、主に再エネ予測誤差以外の変動
に対応する。

 事故時対応調整力及び、二次調整力②については、継続時間が三次調整力①の要件を満たす場合は、それぞ
れ三次調整力①の必要量から控除する考えとする。満たさない場合は、三次調整力①で持ち替えとする。

一次・二次調整力：｛ 残余需要1秒計測値 － 15分 × 2 移動平均 ｝ の(3σ値) ＋ 事故時対応調整力 ※1

一次調整力 ： ｛ 残余需要1秒計測値 － 5分※2 ×2 移動平均 ｝の(3σ値) ＋ 事故時対応調整力 ※1

二次調整力② ： 30分内の需要インバランス（BG計画の30分内予測誤差）(3σ値)※3 

三次調整力① ： { 残余需要1分平均値－残余需要30分平均値 } の(3σ値）※4＋需要インバランス※5(3σ値)
＋ 事故時対応調整力※1

※1 電源Ⅰ-a必要量算出で用いている単機最大を系統容量按分
※2 49.96Hzを下回った際に50Hzに戻るまでの時間の2σ実績値が5分で、2σの確率でこの時間内に動作できていることから

採用
※3 当該コマの需要インバランスから前コマの需要インバランスを除いたもの
※4 30分コマ内の時間内変動最大値を1サンプルとした3σ値
※5 小売1時間前計画値と30分実績値の差分

【調整⼒が対象とする変動周期のイメージ】

⼀次調整⼒

⼀次・⼆次調整⼒

5分 15分変動周期

三次調整⼒①

30分0分 10分

それぞれの調整⼒が切れ⽬なく発動できるよう、それぞれの調整⼒の対象変動周期を重なるよう設定

 三次調整力②以外の算出方法は以下のとおりでどうか。



13高速な調整力が対象とする変動周期について

 現状の周波数品質を維持することを目的に、周波数変動実績に着目した。
 ＬＦＣが動作する変動があった場合の基準周波数逸脱から戻るまでの時間を計算した。

戻り時間の2σ値
➝306s ≒ 5分

戻り時間の3σ値
→922s ≒ 15分

0s 300s
600s

振幅

周期

変動継続時間

2σ値=306s
3σ値=922s

50Hz
49.96Hz
(LFC動作値)

変動継続時間(秒)

変動継続時間が300秒の場合、
その変動周期は倍の600秒



14（参考）各調整力の算出手順（一次・二次調整力）

 残余需要1秒計測値から、30分以上周期分を除いて、一次・二次調整力の必要量を算出する。
 30分窓内の変動最大値を当該コマの1サンプルとし、対象期間で3σ値を算出する。
 上記算出結果と事故時対応調整力分の和が一次・二次調整力の必要量となる。

残余需要1秒計測値－残余需要30分移動平均値

[MW]

－

残余需要30分移動平均値 (前後15分窓)[MW]

︓30分コマ内サンプル

[MW]

残余需要1秒計測値

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00



15（参考）各調整力の算出手順（一次調整力）

 残余需要1秒計測データから、10分以下周期分を除いて、一次調整力の必要量を算出する。
 30分窓内の変動最大値を当該コマの1サンプルとし、対象期間で3σ値を算出する。
 上記算出結果と事故時対応調整力分の和が一次調整力の必要量となる。

残余需要1秒計測値データ－残余需要10分移動平均値

[MW]

－

残余需要10分移動平均値 (前後5分窓)[MW]

︓30分コマ内サンプル

[MW]

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00

残余需要1秒計測値データ



16（参考）各調整力の算出手順（二次調整力②）

 当該コマの需要インバランスから1コマ前の需要インバランスを差し引き、30分内需要インバランスを算出す
る。

 30分毎の30分内需要インバランスを1サンプルとし、対象期間で3σ値を算出する。

考え⽅
実運⽤としては、当該コマの時点で前コマの需要イ
ンバランスの部分は対応済みであると考えられる。
このため当該30分コマ内の予測誤差は当該コマの
予測誤差から前コマの予測誤差を除いた分となる。

30分ー60分 0ー30分

実績値

⼩売計画
（＝需要予測）

[MW] 現コマ前コマ前々コマ

前コマの30分内
予測誤差

前々コマ
需要インバラ
(予測誤差)

前コマの
需要
インバラ
(予測誤差)

現コマの
需要
インバラ
(予測誤差)

現コマの30分内
予測誤差

⼩売計画
（＝需要予測） ⼩売計画

（＝需要予測）

実績値
実績値



17（参考）各調整力の算出手順（三次調整力①）

 30分窓内の残余需要平均値と1分値の偏差から、時間内変動分の必要量を算出する。
 30分窓内偏差の最大値を当該コマの1サンプルとし、対象期間で3σ値を算出する。
 上記時間内変動と前述の事故時対応調整力分、需要インバランス分の和が三次調整力①の必要量となる。

︓30分コマ内サンプル

残余需要1分データ[MW]

11:00 11:30 12:00 12:30 13:00



18

（余白）



19算出方法の全体イメージ

0 30分

10分移動平均
(ここではステップ
上で記載)

30分平均値
(30分実績)

残余需要実績
1秒値

GC時点⼩売計画値

⼩売の需要想定誤差
（＝エリア需要インバランス）

3σ値

30分内の
需要インバラ

3σ値

残余需要
[MW]

3σ値※

電源脱落

⼀次

⼆次-②

※30分コマ内の最⼤値をとり、対象
時間帯のコマ群で3σ値を取る

三次-①

時間内変動 残余需要1分平均
値と、30分平均値との差

前コマの
需要インバラ ※

電源脱落 N-1最⼤電源
脱落量

30分移動平均値

10分

FIT①予測誤差（前々⽇・実績誤差）3σ値 三次-②

当該コマの
需要インバラ

⼀次・⼆次

3σ値※

電源脱落

FIT①前々⽇想定値ーFIT①実績



20商品毎の必要量の算出の対象について（イメージ）

 各商品が対応する事象を以下にまとめた。

 残余需要は需要から再エネを除いたものであるため、以下のような対応となる。

事象

調整力の商品区分

一次・二次
二次② 三次① 三次②

一次

予測誤差

需要（小売） ○ ○

再エネ ○

時間内変動

需要 ○ ○ ○

再エネ ○ ○ ○

電源脱落（単機） ○ ○ ○



21（参考）商品区分別の必要量算出方法の比較

 現行の電源Ⅰ必要量の算出方法における「時間内変動対応調整力」は、遅い変動成分にも速い変動成分に
も対応できる高機能な調整力が求められていた。

 商品区分を細分化することは、電源Ⅰの「時間内変動対応調整力」にあたる調整力を、遅い変動成分に対応
できる調整力と速い変動に対応できる調整力に切り分けることに他ならない。

 変動を細分化することで、不等時性が考慮できなくなり、細分化した調整力の必要量は増加する。

現⾏ 必要量算出⽅法（調整⼒等委員会※1の試算との連続性を考慮）
電源Ⅰ 事故時対応調整⼒＋時間内変動対応調整⼒※2＋残余需要予測誤差

電源Ⅰーa 事故時対応調整⼒＋時間内変動対応調整⼒＋TSO 30分内残余需要予測誤差

電源Ⅰーb （電源Ⅰ必要量 ー 電源Ⅰーa必要量）

細分化 必要量算出⽅法
⼀次・⼆次調整⼒ ｛ 需要1秒計測値 ー 15分 × 2 移動平均 ｝ ＋ 事故時対応調整⼒

⼀次調整⼒ ｛ 需要1秒計測値 ー 5分 × 2 移動平均 ｝ ＋ 事故時対応調整⼒

⼆次調整⼒② 30分内の需要インバランス（BG計画の30分内予測誤差）

三次調整⼒① 時間内変動対応調整⼒＋需要インバランス ＋ 事故時対応調整⼒

三次調整⼒② ＦＩＴ予測誤差

※1 調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会のこと
※2 時間内変動対応調整⼒＝{ 残余需要1分平均値 ー 残余需要30分平均値 }


